
創
政
会

伊
勢
原
断
層
に
つ
い
て米

谷　

政
久

創
政
会

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
を

踏
ま
え
た
課
題
に
つ
い
て

夛
田　
　

嚴　
　
　
　

し
た
空
き
家
対
策
を
効
果
的
、

効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
に

は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
、
空
き
家
の
所
有
者
に
効

果
的
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど
、

他
市
の
先
進
事
例
を
調
査
研

究
し
、
本
市
に
あ
っ
た
対
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
つ

　

い
て

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ

い
て
、
本
市
の
考
え
方
を
伺

う
。

　

【
都
市
部
長
】
空
き
家
対

策
に
取
り
組
む
上
で
、
空
き

家
の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家
所

有
者
に
対
し
て
適
切
な
管
理

に
関
す
る
啓
発
を
行
う
こ
と

は
、
不
動
産
価
値
の
維
持
、

流
通
や
利
活
用
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
う

と
と
も
に
、
都
市
計
画
道
路

や
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ
っ

て
交
通
結
節
点
機
能
が
向
上

す
る
。
ま
た
、
多
く
の
人
が

行
き
交
う
駅
前
に
交
流
空
間

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
本
市

の
新
た
な
付
加
価
値
の
創
造

と
発
信
が
可
能
な
場
所
に
な

　

給
食
費
の
公
会
計
化
進
捗

状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　

【
学
校
教
育
担
当
部
長
】

　

学
校
及
び
教
職
員
が
担
う

業
務
の
役
割
分
担
、
適
正
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
年
３
月
に
教
育
委
員

会
が
第
３
期
教
育
振
興
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、

５
つ
の
目
標
の
１
つ
、
児
童

生
徒
の
成
長
と
学
び
を
支
え

る
環
境
の
整
備
の
中
に
、
給

食
費
の
公
会
計
化
の
検
討
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
、
第
３
期
教
育
振
興
基
本

　

本
市
の
中
心
部
を
通
る
伊

勢
原
断
層
の
詳
細
に
つ
い
て

伺
う
。

　

【
危
機
管
理
担
当
部
長
】

　

伊
勢
原
断
層
の
位
置
及
び

形
状
に
つ
い
て
は
、
旧
津
久

井
町
か
ら
、
愛
川
町
、
清
川

村
、
厚
木
市
、
本
市
を
経
て

平
塚
市
の
北
部
に
至
る
南
北

方
向
に
延
び
る
全
長
約
21
キ

　

伊
勢
原
市
地
域
防
災
計
画

に
記
載
し
た
防
災
拠
点
機
能

の
確
保
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

行
っ
た
環
境
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

　

【
危
機
管
理
担
当
部
長
】

　

市
で
は
、
停
電
等
を
想
定

し
、
災
害
対
策
本
部
室
な
ど

防
災
上
主
要
な
箇
所
に
専
用

電
源
を
確
保
し
、
市
庁
舎
か

ら
至
近
の
場
所
に
手
動
式
の

井
戸
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

な
ど
の
防
災
設
備
を
整
備
し

た
ほ
か
、
公
共
施
設
に
災
害

用
ベ
ン
ダ
ー
自
販
機
の
設
置

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
非

常
用
の
携
帯
食
な
ど
も
確
保

　

伊
勢
原
駅
北
口
再
開
発
事

業
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

【
都
市
部
長
】
市
の
玄
関

口
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
と
魅

力
あ
る
中
心
市
街
地
を
形
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

創
政
会

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

萩
原　

鉄
也

創
政
会

安
定
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
の
運
営
の
確
保
に
向
け
て

越
水　

崇
史

給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て

森
尾　

武
史　
　
　
　

い
せ
は
ら
未
来
会
議

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

安
藤　

玄
一

な
状
況
が
国
全
体
と
し
て
続

い
て
い
る
。
少
子
化
の
背
景

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

る
が
、
国
全
体
で
少
子
化
が

長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る

中
、
子
育
て
世
代
が
、
子
育

て
と
子
ど
も
の
将
来
に
展
望

を
描
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

も
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
の
各
段
階
に
応
じ
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
仕
事
と

子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
り
、
誰
も
が
将

来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
幹
線
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、

全
て
の
子
ど
も
と
子
育
て
世

帯
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
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こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

【
市
長
】
少
子
化
に
歯
止

め
が
利
か
な
い
と
い
う
深
刻

り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
直
接
的
な
効
果
と
と

も
に
、
都
市
計
画
道
路
沿
線

に
お
い
て
は
、
民
間
開
発
意

欲
の
誘
発
や
、
周
辺
土
地
の

地
価
上
昇
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
は
、
高
度
利
用

に
よ
る
居
住
者
の
増
加
や
観

光
な
ど
の
交
流
人
口
の
増
加

に
よ
り
人
の
に
ぎ
わ
い
が
創

出
さ
れ
、
既
存
商
店
街
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
日
向
の
３
施
設
（
ふ
れ
あ

　

い
の
森
日
向
キ
ャ
ン
プ
場
、

　

御
所
の
入
森
の
コ
テ
ー
ジ
、

　

日
向
ふ
れ
あ
い
学
習
セ
ン

　

タ
ー
）
に
つ
い
て

ロ
に
渡
る
逆
断
層
型
の
活
断

層
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
断

層
が
活
動
し
た
場
合
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
程
度
の
地
震

が
発
生
し
、
30
年
以
内
の
発

生
確
率
は
、
令
和
５
年
１
月

現
在
、
０
％
か
ら
０
．
０
０

３
％
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

国
の
中
央
防
災
会
議
で
は
、

首
都
機
能
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
首
都
直
下
地
震
の
１

計
画
実
施
計
画
及
び
第
６
次

行
財
政
改
革
推
進
計
画
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
令

和
７
年
度
ま
で
調
査
研
究
を

行
い
、
８
年
度
に
シ
ス
テ
ム

構
築
や
条
例
整
備
等
の
準
備

を
始
め
、
９
年
度
に
は
条
例

を
議
会
上
程
、
シ
ス
テ
ム
の

構
築
完
成
、
保
護
者
の
説
明

を
行
い
、
最
終
的
に
10
年
度

に
導
入
を
行
う
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
十

分
に
考
慮
し
、
引
き
続
き
先

進
市
の
導
入
事
例
を
研
究
し

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の

広
域
避
難
所
に
市
独
自
の
デ

ジ
タ
ル
通
信
機
器
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
特
設
公
衆
電

話
も
設
置
で
き
る
よ
う
整
備

し
て
お
り
、
市
街
化
区
域
内

に
あ
る
広
域
避
難
所
等
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
広
域
避
難

所
と
な
る
全
て
の
小
中
学
校

体
育
館
に
は
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環

境
や
テ
レ
ビ
の
受
信
環
境
を

整
え
、
情
報
の
送
受
信
環
境

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　

つ
い
て

　

市
の
計
画
で
は
、
児
童
館

施
設
は
廃
止
ま
た
は
自
治
会

へ
の
無
償
譲
渡
等
に
な
っ
て

い
る
が
、
地
域
の
利
用
実
態

や
児
童
館
の
役
割
な
ど
も
踏

ま
え
、
継
続
利
用
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

【
子
ど
も
部
長
】
児
童
館

に
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
世

代
間
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
経
過
が
あ
る
が
、

多
様
な
居
場
所
の
あ
る
社
会

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
て

広
い
視
野
で
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
と

の
つ
な
が
り
、
交
流
の
中
で
、

子
ど
も
の
居
場
所
が
創
出
さ

れ
て
い
く
よ
う
、
地
域
住
民

と
丁
寧
に
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、
子
ど
も
の
居
場
所
機
能

の
継
続
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
交
通
不
便
地
域
の
解
消
に

　

つ
い
て

創
政
会

防
災
拠
点
機
能
の
確
保
と
し
て

こ
れ
ま
で
行
っ
た
環
境
整
備
は

小
沼　

富
夫

進
風
会

北
口
再
開
発
の
事
業
効
果
に
つ
い
て

荻
野　

貴
文

　

自
治
会
活
動
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
の
安
定
性

の
た
め
、
自
治
会
に
対
す
る

支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

　

【
副
市
長
】
地
域
住
民
に
、

地
域
課
題
を
解
決
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て

も
ら
う
た
め
、
自
治
会
運
営

に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
自

主
的
な
自
治
会
活
動
の
場
と

し
て
の
地
域
集
会
所
の
整
備

な
ど
に
対
し
、
伊
勢
原
市
地

域
集
会
所
等
設
置
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
財
政
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

地
域
集
会
所
等
の
新
築
や
増

改
築
、
補
修
、
借
地
、
借
家

料
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て

補
助
額
を
定
め
、
交
付
を
し

て
い
る
が
、
昨
今
の
物
価
高

騰
な
ど
を
含
め
た
社
会
情
勢

の
変
化
や
、
自
治
会
が
抱
え

る
課
題
の
変
化
に
応
じ
た
支

援
内
容
の
見
直
し
も
必
要
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
県
内
の
他
市
の

事
例
の
状
況
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
本
市
と
し
て
の
支

援
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

つ
と
し
て
も
数
え
ら
れ
て
お

り
、
発
生
場
所
が
想
定
さ
れ

る
主
要
な
活
断
層
地
震
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
第
４
次
伊
勢
原
市
食
育
推

　

進
計
画
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
を

踏
ま
え
て
、
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

【
企
画
部
長
】
全
国
的
に

人
気
が
あ
る
返
礼
品
は
、
特

定
の
地
域
の
魚
介
類
や
肉
、

果
物
な
ど
で
あ
る
が
、
物
価

高
騰
等
の
影
響
を
受
け
て
、

食
用
油
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
、
普
段
使
い
の
日

用
品
な
ど
に
つ
い
て
も
寄
附

が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
ブ

ラ
ン
ド
力
が
高
い
返
礼
品
に

人
気
が
集
ま
り
や
す
い
傾
向

が
あ
る
が
、
寄
附
者
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、
本

市
が
増
収
に
転
じ
る
チ
ャ
ン

ス
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
返
礼
品

の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
や
魅
力
あ

る
新
た
な
返
礼
品
の
登
録
が
、

本
市
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

　

実
現
に
向
け
た
「
こ
ど
も

　

の
意
見
反
映
」
に
つ
い
て

今
後
の
児
童
館
継
続
利
用
に
つ
い
て

勝
又　

澄
子

い
せ
は
ら
未
来
会
議

日
本
共
産
党


